
秘
境

ホ

o
ホ

o
山
麓

の
湿
原

「
幻
の
沼
」
調
査
結
果

白

老

山

岳

会

国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分

の

一
地
形
図

「徳

の
南
東

山
麓
に
湿
原
と
思
わ
れ
る
大
き
な
平
地

が

舜
瞥
山
」
か
ら
、
ホ

ロ
ホ

ロ
山

(
=
二
二
二

m
)

読
み
と
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
古
老

の
話

で
は
、
満

々

湿原の植生概念図

幻の沼の位置

と
水
を

た
た
え
た
大
き
な
沼
が
あ
る
と
い
う
。
地

元
の
白
老
営
林
署
に
尋
ね
て
み
る
と
、
職
員
で
行

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
誰
も
い
な

い
。

こ
の
湿
原
と
推
定

さ
れ
る

一
帯
を

「幻

の
沼
」

と
呼

ん
で
、
白
老
山
岳
会
で
は
昨
年
二
回

に
わ
た

り
、
調
査
を
実
施

し
た
。
最
初

の
調
査

は
、
古
老

の
話
に
あ
る
大
き
な
沼
を
確
認
す
る
た
め
計
画
さ

れ
た
も

の
で
、
メ

ン
バ
ー
は
女
性

一
人
を
含
む
会

員
七
名
、
隣
り
町
の
登
別
山
岳
会
員
ら
三
名
、
新
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聞
記
者
二
名
の
計
十
二
名
で
、

一
九
八
二
年
七
月

四
日
に
行

っ
た
。

二
度
目
の
調
査
は
近
郊
山
岳
地
調
査
の

一
環
と

し
て
、
湿
原
を
通
り
ホ

ロ
ホ

ロ
山

へ
と
続
く
登
山

道
を
検
討
す

る
た
め
に
会
員
四
名

で
、
同
十

一
月

七
日
に
実
施
し

た
。

□
「幻
の
沼
」
を
求
め
て口

白
老
の
市
街
地
か
ら
道
道
白
老
大
滝
線
を
十
二

㎞
ほ
ど
入

っ
た
森
野
小
中
学
校
前
よ
り
道
道
を
離

れ
、
国
有
林
林
道
を
さ
ら
に
十
㎞

ほ
ど
進

み
、
毛

敷
生
橋
手
前

で
下
車
す

る
。

こ
こ
か
ら
毛
敷
生
川
に
降
り
、
上
流

へ
向
か
う
。

一
m
前
後

の
転
石
が
ゴ

ロ
ゴ

ロ
し
て
お
り
、
勾
配

は
急
で
水
量
も
あ
り
、
沢
登
り

の
雰
囲
気
は
十
分

で
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
と
V
字
状
に
深
く
切
り
立

っ

て
き
て
、
三
〇
分
ほ
ど
で
第

一
の
滝

(高
さ
二

m
)

に
出
会

い
、
す
ぐ
上

で
、
高
さ
十
二

m
の
第

二
の

滝
が
現
わ
れ
る
。
滝
は
幅
三

m
の
白

い
帯
と
な

っ

て
滝
壺

に
落
ち
て
お
り
、
み
ご
と
な
眺
め
で
あ
る
。

右
岸
を
巻
き
、
さ
ら

に
平
凡
な
遡
行
を

一
時
間

ほ

ど
続
け
る
と
最
初

の
二
股
に
達
す

る
。

右

の
沢
に
入
り
、
小
滝
、
滑
滝
を
越
え
、
沢

の

勾
配
は
次
第
に
急
と
な
る
。

二
股

か
ら
二
〇
分

ほ

ど
の
と
こ
ろ
で
水
が
枯
れ
、
枯
沢
を
三
〇
分
ほ
ど

遡
る
と
、
中
二
股

に
着
く
。

左

の
沢
に

コ
ー

ス
を
と
り
、
巨
大
な
溶
岩
塊
を

積
、み
上
げ
た
よ
う

な
細

い
沢
を
登

っ
て
い
く
と
、

奥
二
股
に
着
く
。
サ
サ

の
生

い
茂
る
右

の
沢
を
進

む
と
ま
も
な
く
広
大
な
平
地

に
出
る
。
遡
行
開
始

か
ら
約
三
時
間
で
、

い
よ

い
よ

「
幻

の
沼
」

で
あ

る
。

□
「幻
の
沼
」
発
見□

「
幻

の
沼
」

は
ホ

ロ
ホ

ロ
山

の
南
東
約
三
㎞
、

標
高
八
五
〇

m
の
と

こ
ろ
に
位
置
す
る
。
そ

の
成

因
は
地
質
図
幅
説
明
書

に
よ
る
と
、
新
第
三
紀
鮮

新
世

(
約
五
〇
〇
～

一
八
○
万
年
前
)
の
ホ
ロ
ホ

ロ
火
山
活
動
で
出
来
た
爆
裂
火

口
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
ホ

ロ
ホ

ロ
火
山

の
爆
裂
火

口
地
形
は
、
特
に

著
し

い
も

の
が
九
ヵ
所
数
え
ら
れ
、

い
ず

れ
も
大

規
模

で
径

一
・
六
～
○

・
七
㎞
に
お
よ
ぶ
。

「
幻

の
沼
」
は
、
説

明
書

で
は
大
谷
地
と
呼

ば

れ
、
底
部

が
径
約
○

・
五
㎞
の
湿

地
帯
と
さ
れ

て

お
り
、
近
く

に
あ
る
周
囲
八
五
〇

m
の
清
水
沼
と

と
も
に
摺
鉢
形

の
地
形
が
よ
く
残

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
清
水
沼
が
豊

か
に
水
を
貯
え
て

い
る

の
に
対
し
、

「
幻
の
沼
」
は
既

に
水
は
な
く
、
広

大
な
高
層
湿
原
と
な

っ
て
い
る
。
北
東
か
ら
南
西

方
向

の
延
長
は
七
〇
〇

m
に
も

及
び
、
そ

の
幅
は

広

い
所

で
四
五
〇

m
、
狭

い
と
こ
ろ
で

一
〇
〇

m

の
ヒ
ラ
メ
に
似
た
形
を
し

て
お
り
、
面
積
は
約
十

五
㎞
、
周
囲
は
約
二
㎞

で
あ

る
。

ま
た
、
周
辺
に

は
三
ヵ
所

に
、
二
八
O

m
×
六
〇

m
、
八
O

m
×

六
〇

m
、
八
O

m
×

一
二
〇

m
の
小
さ
な
湿
原
が

点
在
し
て

い
る
。

湿
原

の
北

端
に
は
、
ま
さ
し
く

「幻

の
沼
」

が

存
在
し
た
。

そ

の
大
き
さ
は
二
〇

m
×
十
五

m
、

水
深
○

・
五

m
の
小
さ
な
沼
だ
が
、
広

い
湿
原

の

中

の
た
だ

一
つ
の
沼
と

い
う

の
は
神
秘
的
な
感
じ

が
す

る
。

湿
原
の
中

に
は
幾
条
か

の
細

い
水
路
が
蛇
行
し

て
奥

二
股

に
結

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
為
的
に

掘
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
穴

(縦

一
m
×
横

一
m
の

正
方
形
状
)
が
数
ヵ
所

み
ら
れ
た
。

後
日
、
洞
爺

丸
台
風
後
現
地

の
造
材
を
し
た
と

い
う
方
に
聞

い

た
と
こ
ろ
、
当
時
そ
の
穴
は
既

に
あ
り
、
湿
原
の

周
辺
に
も
相
当
数
あ

っ
て
作
業
中
穴
に
落
ち
た
と

い
う
。
多
分
資
源
探
査
か
何
か

の
調
査

で
掘

っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し

い
こ
と
は
分
ら
な

い
。

臼乾
燥
化
進
む
湿
原□

造
材
関
係
者

の
話

で
は
、
湿
原
の
周
辺
は
か

つ

て
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
豊
か
な
混
交

林
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
の
洞
爺
丸
台
風

で
大
規
模
な
風
倒
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
後
数
年

に
わ
た
り
直
径
六
〇

㎝
前
後

の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
が

三
千

石
ほ
ど
搬
出
さ
れ
た
と
い
う
。

当
時
搬
出
に
利
用
さ
れ
た
馬
車

の
轍
と
み
ら
れ

る
二
条

の
跡
が
、
湿
原
の
西
南
に

い
ま
で
も
残

っ

て

い
る
。

し
た
が

っ
て
湿
原

の
周
辺
は
現
在
ダ

ケ
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カ

ン
パ

が
主

体

で
、

風

倒

を
免

れ

た
ア

カ

エ
ゾ

マ

ツ

が
わ
ず

か

に
残

っ

て

い
る

だ
け

で
あ

る
。

湿

原

の
植

生

は

、
第

一
回

の
調

査

に
同

行

さ

れ

た
登

別

の
宗

広
光

明
氏

(
室

蘭

東

園
小

教

諭

)

の

調

査

に
よ

る

と

、

エ
ゾ

ゼ

ン
テ

イ

カ
群

、

ミ

ズ

ゴ

ケ
湿

原

、

サ

サ

群

か

ら
な

る
。

群
落

を

構
成

す

る
主

な

植
物

と
し

て
は

、

エ
ゾ

ゼ

ン
テ

イ

カ
群

で

は
、

エ
ゾ

ゼ

ン
テ
イ

ヵ

、

ナ

ガ

バ

キ

タ

ア
ザ

ミ
、

カ

ラ

マ
ツ

ソ
ウ

、

タ
チ

ギ

ボ

ウ

シ

、

ハ

ン
ゴ

ン

ソ
ウ

、

ア

ゼ

ス

ゲ
な

ど

で
あ

る
。

ミ

ズ

ゴ

ケ
湿
原

で

は
、

ミ
ズ

ゴ

ケ
属

の
ほ

か

チ

ン
グ

ル

マ
、

ヒ
メ

イ

チ

ゲ
、

ネ

バ
リ

ノ

ギ
ラ

ン
、

ワ
タ

ス
ゲ
、

ミ

ズ

バ

シ

ョ
ウ

、

ツ

ル

コ
ケ

モ

モ
、

イ

ヌ

ス
ギ
ナ

、

サ

ワ

ギ

キ

ョ
ウ

、

ハ
ク

サ

ン
チ

ド

リ

、

コ
ツ

マ
ト

リ

ソ

ウ
な

ど

で
あ

る
。

サ

サ

群

で
は

、

サ

サ
属

の

ほ
か

、
ミ
ネ

ヤ

ナ

ギ

、

ト

ク

サ
、

ギ

ョ
ウ

ジ

ャ

ニ
ン

ニ
ク
、

ヤ

マ

ハ

ン
ノ

キ

、

ハ
イ
イ

ヌ

ツ
ゲ

、

バ

イ

ケ
イ

ソ
ウ

、

ア
カ

エ

ゾ

マ
ツ
な

ど

で
あ

る
。

ま

た

、

沼

に
は

ミ

ツ
ガ

シ

ワ
、

エ
ゾ

ノ

ヒ

ツ

ジ

グ

サ

な

ど

水
生

植

物

が

み

ら

れ

た
。

同
定

に

つ

い

て

は
、

宗
広

氏

が

行

っ
た

ほ

か
、

一
部

の
標

本

に

つ

い
て
文

化

女
子

大

学

室

蘭

短

期
大

学

の
原
松

次

教

授

に

目
を

通

し

て

い
た

だ

い
た
。

第

一
回

調

査

の
七

月

四

日

に

は
、

次

の
花

が

目

に

つ
い

た
。

エ
ゾ

ゼ

ン
テ

イ

カ

は

つ
ぼ

み

が

ふ
く

ら

ん

で
お

り

、

ま
も

な

く

開

花

と

い
う

状
態

で
あ

っ
た
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
で
は
、

ワ
タ

ス
ゲ
が
特
徴
あ
る

白

い
ワ
タ
ボ
ウ

シ
の
姿
を

一
面
に
見
せ
て
お
り
、

コ
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
が
か
れ
ん
な
白

い
花
を
咲
か
せ

て
い
た
。
チ

ン
グ

ル
マ
は
栄
養
が
よ
く
な

い
せ
い

か
貧
弱
な
小
株

で
、
数
も
そ
う
多

く
な
く
、
開
花

期

の
終
わ
り

で
花
が
見
ら
れ
た

の
は
数
株

だ
け
だ

っ
た
。

サ
サ
群
落

で
は
、
カ
ラ

マ
ツ
ソ
ウ
が
花
を
咲
か

せ
て
お
り
、
湿
原
の
北
端
に
は
低
木
な

が
ら
見
事

な
紫
紅
色

の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
の
雌
花
が
見
ら

れ
た
。

沼
で
は
、
中
心
部
を
除
き
環
状
に
群
生
し

て

い
る
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
が
白
い
花
を

つ
け

て
い

た
。第
二
回
調
査

の
十

一
月
七

日
は
晩
秋
の
ど

ん
よ
り
曇

っ
た
寒

い
日
の
せ
い
か
、

「
幻
の

沼
」
は
荒
涼
と
し
た
原
野
と
化
し
、
最
初

の

調
査
時

の
お
だ
や
か
な
表
情

と
は
別

の
厳
し

い
顔
を
見
せ
て

い
た
。

七
月

に
は
群
落
の
境

は
不
鮮

明
だ

っ
た
が
、

こ
の
時

は
サ
サ
群
落

は
緑
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
、

エ
ゾ

ゼ
ン
テ
イ
カ

群
落
は
茶
褐
色

と
明
確
に
判
別

で
き
た
。

植
物
の
種
類
は
、
そ
う
豊
富

な
も

の
で
は

な
く
、
特

に
ス
ゲ
が
少
な

い
。

近
く

の
ホ
ロ

ホ

ロ
山
、
徳
舜
瞥

山
、

オ
ロ
フ

レ
山
な

ど
の

高
山
や
低
湿
原
と
共
通
す
る
も

の
が
多

い
よ
う

で

あ

る
が
、
詳
細
は
今
後

の
専
門
的
な

調
査

に
期
待

し
た
い
。

湿
原

の
入

口
で
全
面
が
サ
サ
原

で
は
な

い
か
と

思

わ
れ
た
ほ
ど
、
サ
サ
が
湿
原
を
取
り
ま

い
て

い

る
。
特

に
中
央
部

へ
の
進
入
が
著
る
し
く
、
乾
燥
化

が
進
ん

で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
残
念
な
が

ら
、
湿
原

の
運
命
も
そ
う
長
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

湿
原

の
中
に
わ
ず

か
に
小
さ
な

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ

が
残

っ
て
い
る
が
、
そ

の
盗
掘
跡
が
多

数
あ
り
、

二
回

の
調
査
時
と
も
新
し

い
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

盗
掘
は
相
当
長
期
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
て

い
る
ら
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し
く
、
掘

っ
て
捨
て
ら
れ
た
高
さ

一
m
前
後

の
枯

木
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
早
急

に
有
効
な
防

止
策
が
望
ま
れ
る
。

□山
男
の
夢
は
ふ
く
ら
む口

「
幻
の
沼
」
は
過
去
の
資
源
探
査
と
風
倒
木
搬

出
の
数
年
間
を
除
き
、

い
ま
で
も

一
部

の
盗
掘
者

の
ほ
か
は
、
ま

っ
た
く
人
が
近
寄
る

こ
と
も
な

い

秘
境

で
あ
る
。
ま
た
、

い
ま
ま

で
植
物
や
地
形
な

ど
の
専
門
的
な
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な

い
点
や
、

北
海
道
中
南
部

で
は
有
数

の
規
模
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
学
術
的

に
も
興
味
深

い
湿
原
で
あ
る
。

こ
の
湿
原
に
は
ま
だ
正
式
な
名
称
は

つ
い
て

い

な

い
が
、
白
老
山
岳
会

の
中
で
は
ホ

ロ
ホ

ロ
山
の

麓

に
位
置
す

る
と

こ
ろ
か
ら
、
ホ

ロ
ホ
ロ
湿
原
と

呼

ん
で
い
る
。

ホ

ロ
ホ

ロ
山
の
語
源
は
不
明
で
あ

る
が
、
ホ

ロ
ホ

ロ
湿
原
と
は
何

か
夢

の
あ
る
名
前

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

い
ま

の
と
こ
ろ
ホ

ロ
ホ

ロ
山
、
自
老
岳
な

ど
の

山
に
は
、
白
老
側
か
ら

の
登
山
道
が
な

い
た
め
、

こ
れ
ら
の
山
の
登
山
道
設
置
を
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
秘
境
が
、毛
敷

生
川
～
ホ

ロ
ホ
ロ
湿
原
～
ホ
ロ
ホ

ロ
山
～
徳
舜
瞥

山
～
大
滝
と
登
山
道
で
結

ぶ
こ
と
が
で
き
た
ら
、

道
内
で
も
屈
指

の
変
化
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い
登

山

コ
ー

ス
と
な
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

(文
責

・
辻

昌
秀
)
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